
特定秘密保護法に続き昨年の安保法の成立により、日
本は非戦の誓いを忘れ、ふたたび「戦争のできる国」へ
の歩みを進めました。いつか来た道であるこの道は、自
衛隊の海外派遣が続く今「気がついたら戦争している国」
への道に繋がっています。

存立危機事態や緊急事態の宣言のもと、労働者や市民
がその意思にかかわりなく、戦争に協力させられていく
ことが危惧されます。今年、海上自衛隊が輸送のため民
間船を借りる契約をし、船員労働者を予備自衛官補とす
るという動きがありましたが、今後それが他の輸送労働
者を始めとする労働者にも広げられるのではないかが危
惧されています。
労働者と市民は、先の戦争の歴史に学び、今後２度と

戦争協力をしないという誓いを新たにしなければならな
いときです。戦争に協力する者がいなくなれば戦争遂行
は不可能となります。私達働く者と市民には、戦争を止
める力があるはずです。
憲法改正が争点と言われる選挙も７月に迫っています。

同じ思いの皆さん、今是非とも集まって、
「戦争に協力したくない！」との声をあげましょう。

基調講演
「徴用について」

北泊 謙太郎 先生（大阪大学助教・近現代史）
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戦争に協力したくない！
労働者と市民の集会


